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リレーエッセイ「ハマの判事補の１日」（第１７回）  

 

判事補の弁護士職務経験  

 

１  横浜地方裁判所判事補の田之脇崇洋です。私は，平成２２年１月に裁

判官になり，現在は，横浜地方裁判所の第５民事部に所属して，主に医療

事件を担当しています。  

 

２  私は，３年間，大阪で裁判官として勤務した後に，弁護士職務経験制

度により，２年間，東京にある弁護士事務所に所属して弁護士として勤務

していました。弁護士職務経験制度というのは，既にこのリレーエッセイ

でも紹介されている判事補の外部研鑽の一環として行われているもので，

司法修習終了後に裁判官となった若手の判事補が，２年間という限定され

た期間ではありますが，弁護士として働くことにより，知見を広めようと

いう制度です。判事補の外部研鑽としては，弁護士職務経験のほかにも，

留学や民間企業研修など様々なものがあります。私の場合は，自ら弁護士

職務経験を希望したのですが，その理由としては，私の経歴が，非法学部

出身で，大学卒業後に民間企業に就職し，それからしばらくして一念発起

し，弁護士を目指して司法試験の勉強を始めたというものであったことか

ら，元々弁護士に憧れを持っていたということが挙げられます。ほかにも，

裁判所からは見えない裁判所外での紛争解決に当たって弁護士がどのよう

な活動をしているのか，依頼者と弁護士はどのように関わっているのかと

いったことを知りたいと思ったことも弁護士職務経験を希望した理由です。 

 

３  弁護士職務経験においては，弁護士会に弁護士登録をした上，所属先

の弁護士事務所と契約を結び，給料も弁護士事務所からもらうことになり
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ます。このような意味で，期間は２年間に限定されていますが，その期間

中は，他の弁護士と同じように，純粋に弁護士として働くことになります。  

弁護士になってみて実感したことは，多くの法的紛争が訴訟によらない

で解決されているということです。訴訟によらない紛争解決には，裁判所

以外の仲裁機関を用いるものなど実際には様々なものがあるのですが，典

型的なものは，いわゆる示談交渉というものです。これらの訴訟によらな

い紛争解決は，一般的に，訴訟による場合よりも費用も時間もかからない

ことが多いため，依頼者にとっては負担が少なく，望ましい紛争解決手段

であるといえると思います。もっとも，これらの訴訟によらない紛争解決

は，弁護士が，紛争の適正な解決方法を十分に検討した上で依頼者の権利

利益の実現を図るようにしなければ，訴訟に比べて不適当な紛争解決とな

りかねないおそれがあります。弁護士が，時には中立的な立場から紛争の

適切な解決方法を検討しないまま交渉を行うと，当事者の対立が激しくな

るなどして，かえって紛争解決が長引いてしまうおそれもありますので，

弁護士の責任が重大であることを感じました。  

 

４  私が所属していた弁護士事務所は，海事法を専門に扱う事務所でした。

海事法を専門に扱う事務所というのは，要するに，海に関係する様々な紛

争の処理に当たる法律事務所だということです。このような特徴から，扱

う案件も船舶に関係するものが多くなるため，日本全国の様々な港町に出

張していました。海事法というとなかなかイメージが沸きにくいかと思い

ますが，貿易の場面など，今日においても世界中の多くの国々の企業活動

が船舶を手段として行われていますので，人々の暮らしに直結する場面は

多くありますし，著名な事件などでは，誰もが知っている船の名前が出て

くるなど，意外に身近な存在であるといえるかもしれません。  

また，海事法を扱う関係上，国際的な案件を取り扱うことも多く，海外
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の弁護士とお会いする機会も多くありました。ざっと思い出してみても，

アメリカ，イギリス，フランス，イタリア，ノルウェー，中国，韓国，オ

ーストラリア，シンガポール，インドネシアの弁護士など，多くの方々と

お会いしました。国際化が進んでいる弁護士事務所では，海外に事務所の

支店を有しているところも多く，母国を離れて長年にわたって海外で勤務

している弁護士も珍しくありませんでした。今後，我が国の法曹も，この

ように国際化していくことになるのだろうかと感じるところがありました。 

 

５  弁護士生活と裁判官生活とで大きく異なる点は，裁判官は依頼者を代

理する弁護士と接することが多く，弁護士に依頼をしている当事者本人と

接することは少ないのですが，弁護士は必然的に依頼者である当事者本人

と接する機会が多くなるということです。依頼者には，個人の方々もいれ

ば，企業の方々もいますので，法曹とは全く違った分野の経験を有する方々

のお話から勉強になることが多くありましたし，社会の方々がどのような

ことを裁判所に望んでいるのかが伝わってくることもありました。  

また，裁判官と弁護士は，同じく法律を扱う仕事をしているという点で

共通していますが，裁判官はあくまで中立的な立場から判断を下すのに対

し，弁護士は特定の依頼者の権利利益の保護のための活動を行うという点

で違いがあります。裁判官と弁護士の双方を経験してみますと，このよう

なそれぞれの職業の特徴こそが，それぞれの仕事のやりがい，面白さでは

ないかと感じています。弁護士は，社会で注目を集める事件で代理人とな

って活躍することに面白さがあることはもちろんですが，社会からは見過

ごされてしまうような案件においても法的に適切な解決策を導くために尽

力したり，時には世論にも反して救済されるべき権利利益の保護に努めた

りすることにもやりがいがあると思いますし，裁判官も，確固たる信念に

基づいて正義を実現していくことにやりがいがあると感じています。  
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６  このように，裁判官と弁護士とでは，その仕事の内容に異なる点が多

くあるのですが，法的紛争の適正妥当な解決を実現するために働いている

という点では共通している部分が多くあるものと思います。したがいまし

て，弁護士からの視点は，裁判官の仕事に大いに有益であり，また，裁判

官の視点は，弁護士の仕事にとっても有益なものとなるものと思っていま

す。裁判官も，弁護士も，実にやりがいのある仕事なのだということを，

両者を経験してみて実感しています。私のこのような経験が，将来法曹に

なることを考えている方々の参考になれば大変うれしく思います。以  上  


